
南平岸地区町内会連合会会則 

（名 称） 

第１条 この会は、南平岸地区町内会連合会（以下「本会」という。）と称する。 

 

（組 織） 

第２条 本会は、南平岸地区の本会加盟町内会（以下「町内会」という。）で組織す

る。 

 

（目 的） 

第３条 本会の目的は次のとおりとする。  

（１） 町内会との交流を図り会員相互の親睦と連帯を深め、みんな仲良く温もり

のある生き生きとした、心を高めあう地域社会を築くこと。  

（２） 行政機関、関係団体等との連絡調整および協力に関すること。  

（３） 南平岸会館の管理、運営に関すること。 

 

（会議等の設置） 

第４条 本会は、第３条の目的を達成するため次の会議等を置く。 

 （１） 総 会 

 （２） 理事会 

 （３） 正副会長会議 

 （４） 部 会 

 （５） 運営委員会  

 

（役 員） 

第５条 本会に次の役員を置く。  

  会長 １名、副会長 若干名、理事 相当数、監事 ２名、部長、副部長 若干      

名 

 

（役員の選任） 

第６条 会長、副会長および監事は、理事会で推薦し、総会で選出する。推薦にあた

って、理事会が必要とする場合は、選考委員会を設置することができる。  

２ 理事は、各町内会長をあてるものとする。 

３ 部長、副部長は、会長が委嘱する。 

 

（役員の任務） 

第７条 役員は、地域の代表としての責務を負うものとし、その任務は次のとおりと

する。 

 （１） 会長は、本会を代表し会務を統括する。  



 （２） 副会長は、会長を補佐し会長が事故あるときは、あらかじめ定める順序

によりこれを代行する。 

 （３） 理事は、会務の執行に参画する。  

 （４） 監事は、会務の執行および会計を監査する。  

 （５） 部長は、別表に定める会務を担任し、副部長は部長を補佐する。  

 

（役員の任期） 

第８条 会長、副会長および監事の任期は、１年とする。ただし、再任は妨げない。 

２ 部長および副部長の任期は、１年とする。ただし、再任は妨げない。  

３ 任期途中に就任した役員の任期は、前任者の残任期間とし、理事会の承認を得

ることとする。 

 

（顧問・相談役） 

第９条 本会に顧問、相談役をおくことができる。  

２ 顧問、相談役は、理事会の同意を得て、会長が委嘱する。  

３ 顧問、相談役は、会長の諮問に応じて意見を述べることができる。  

 

（会 議） 

第１０条 本会の会議は、総会、理事会、正副会長会議および部会とし、会長が招集

する。 

２ 総会の議長は、総会で選出し、理事会および正副会長会議の議長は、会長が当

たる。 

 

（総 会） 

第１１条 総会は、本会の最高決議機関で役員を除く町内会の代表者（代議員）の出

席をもって開催する。ただし、町内会における代議員の数は、２００世帯まで１名、

２００世帯を増すごとに１名を加えた数とする。 

  また、総会は、代表者の過半数の出席（委任状を含む。）をもって成立し、総会

の議事は、出席者（委任状を含む。）の過半数をもって決し、可否同数のときは、

議長がこれを決する。 

２ 定期総会は、毎年５月に開催し、臨時総会は必要に応じて会長が招集する。 

 

（総会の議決） 

第１２条 総会は、次に掲げる各号を議決することとする。  

 （１） 事業計画および事業報告に関すること。  

 （２） 予算、決算に関すること。  

 （３） 会則の改廃に関すること。  

 （４） 第６条第１項に関すること。 



 （５） その他重要事項 

 

（理事会） 

第１３条 理事会は、会長、副会長、理事で構成し、前条に定める事項を審議し、総

会に提案する。 

２ 会長は、必要があると認めたときは、監事、各部長および関係団体の代表者に

理事会への出席を要請することができる。  

 

（正副会長会議） 

第１４条 正副会長会議は、会長、副会長をもって構成し、会務執行上必要な事項に

ついて審議し、必要があれば理事会に提案する。 

２ 会長は、必要があると認めたときは、監事、各部長および関係団体の代表者に

正副会長会議への出席を要請することができる。 

 

（部 会） 

第１５条 本会は、別表に掲げる部会を設置する。 

２ 部会は、部長および副部長で構成する。ただし、文化部はこれにグループ長お

よび副グループ長を加える。  

３ 部会は、その目的に沿ってグループを設け運営することができる。  

４ 部長は、事業を実施する場合は、その内容を事前に理事会に提案する。  

 

（運営委員会） 

第１６条 南平岸会館の管理、運営を円滑に行うために、地域住民の協力を得て別表

に掲げる南平岸会館運営委員会(以下「運営委員会」という。)を設置する。  

 ２ 運営委員会は、南平岸会館の管理、運営のため必要な事項を別に定めることが

できる。 

 

（経 費） 

第１７条 本会の経費は、会費、助成金、補助金、寄付金、その他の収入をもってあ

てる。 

２ 町内会が負担する会費の額は、理事会で審査し、総会において承認を受けるこ

ととする。 

 

（備付帳簿） 

第１８条 本会は、次の帳簿を備える。 

 （１） 役員名簿 

 （２） 事業計画書および事業報告書 

 （３） 会計諸帳簿  



 （４） 収支関係証拠書類  

 （５） 財産および備品台帳  

 （６） その他必要な書類  

 

（会計監査） 

第１９条 監事は、次の事項について監査する。  

 （１） 会務執行の適否 

 （２） 現金、預金等出納経理の適否  

２ 監事は、必要に応じて監査結果に基づき理事会に意見を提出することができる。 

 

（会計の種類） 

第２０条 本会の会計は、一般会計および特別会計とする。  

２ 特別会計は、札幌市助成金特別会計および積立金特別会計とする。 

 

（会計年度） 

第２１条 本会の会計年度は、毎年４月１日から翌年３月３１日までとする。  

 

（表 彰） 

第２２条 本会の表彰規程は、別に定める。  

 

（弔 慰） 

第２３条 本会の弔慰規程は別に定める。  

 

（事務局） 

第２４条 本会は、事務局を「南平岸会館」に置き、事務局職員を配置する。  

 

 附則  本会則は、平成５年４月１日から施行する。  

     本会則は、平成６年４月１日から施行する。  

     本会則は、平成７年４月１日から施行する。  

     本会則は、平成８年４月１日から施行する。  

     本会則は、平成１０年４月１日から一部改正施行する。  

     本会則は、平成１２年４月１日から一部改正施行する。  

     本会則は、平成１５年４月１日から一部改正施行する。  

     本会則は、平成１６年４月１日から一部改正施行する。  

     本会則は、平成１７年４月１日から一部改正施行する。  

     本会則は、平成２２年５月８日から一部改正施行する。  

     本会則は、平成２４年５月１２日から一部改正施行する。 

     本会則は、令和元年５月１１日から一部改正施行する。 


